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第 3 章はジルコニウムおよびその合金を対象とした場合の分析法をまとめたものである。第 1 節で
は、発光分光分析法による不純物元素の定量法についてのべている。まず異形試料に適用できる酸化
物法により微量不純物元素について標準試料の調製法を検討し、多数元素の同時定量法を確立した。





第 4 章はチタンおよびその合金を対象とした場合の分析法をまとめたものである。第 1 節では Po­




















きる Point- to-plane法を確立した O またこれと同時に固体金属標準試料の調製法を確立し、この技術
は現在本邦で使用されている標準試料の作製に貢献した。
つぎにジルコニウムおよびチタンの合金を対象とする合金元素の工業分析法としてけい光X線分析
法を適用、その操作諸条件を詳細に検討、決定した。それらの結果の多くは現在広く当分析法の基礎
資料として利用されている。これらの中で新しく開発したガラスピード法は合金成分の迅速、高精度
定量法として適用範囲が広く、また今日では粉体試料調整法としての有用性が認識され各方面で採用
されている。また固体金属法において新しい定量下限の決定法および質量吸収係数を利用する共存元
素補正法の提案を行ない、その実用性を実証した。
本論文中にのべられている分析法のいくつかは、すでに日本工業規格標準分析法として制定され実
用化されている。
以上のように、本論文は新金属としてもっともよく用いられているジルコニウム、チタンおよびそ
れらの合金の工業分析法を確立し、これらの金属の工業的生産の発展に寄与したもので、その工学的
貢献は大きい O
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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